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Ａ．目的
　中学生に対する食育の出前講座を受けるにあたり、成
長期の自分の体を作るための“食”する力をつける機会
となるよう考え、養護教諭に今の中学生の自分自身の体
や健康に関する興味は何かと尋ねたところ、女子の興味
は「太りたくない」男子の興味は「背が高くなりたい」
「筋肉をつけたい」であるとのことであった。実際、食
育講話後のアンケートでは、女子で自分の体格を「太っ
ていると思う」者は⚔⚖％、男子で「背が高くなりたい」
者「筋肉をつけたい」者がそれぞれ⚖割であった。変化
する自己の体格認識が実際の食習慣や食意識に何らかの
影響を及ぼしている可能性があるとすれば、その認識に
応じたアプローチができれば食育指導もより効果的にな
ると思われた。
　そこで、実際に中学生を対象に行った調査データから
体格の自己認識が実際の食行動や食習慣に何らかの影響
を及ぼしているかを検討したので報告する。
Ｂ．方法
①調査対象
　県内の市街地にあるＡ中学校と市近郊にあるＢ中学校
で、本人及び保護者から同意が得られた生徒に対して調
査を実施した。
②調査の実施方法
　それぞれの学校をとおして調査用紙と調査協力同意書
を配布、自宅で保護者とともに回答し、各自封筒に入れ
て封をして学校に提出するという方法で回収した。
③解析方法
　今回の解析に利用したアンケートの項目は、食品群別
等摂取頻度⚓⚓項目、食の嗜好・食習慣⚑⚐項目の⚔⚓項目で
ある。なお、統計的有意性の検討にはカイ二乗検定を用
いた。
④解析対象者の状況（表⚑）
　今回解析に用いたデータはいずれも⚒年生でＡ中学校
は平成⚑⚙年及び平成⚒⚐年に実施した調査、Ｂ中学校は平
成⚒⚐年に実施した調査データから自己の体格の認識状況

のわかる⚓⚒⚖名（対象生徒　⚔⚐⚙人、回収率⚗⚙．⚗％）を、
自己体格の認識別に、「太めの認識」者、「やせの認識」
者、「ちょうどいい認識」者の⚓グループに分類して解
析をした。
Ｃ．方法
①食品群別等摂取頻度（表⚒、表⚓）

　男子では、「太めの認識」者と「やせの認識」者で豆
類、大豆製品、漬け物について摂取頻度が週⚑回以下の
者が「太めの認識」者で有意に高かった。緑黄色野菜の
摂取頻度が毎日の者は「太めの認識」者が有意に低かっ
た。
　女子では、「太めの認識」者と「やせの認識」者で肉
類の摂取頻度が毎日の者は「やせの認識」者が有意に高
かった。いも類、漬け物、砂糖を使った料理の摂取頻度
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ているかを検討した。摂取頻度では「太めの認識」者が他の群より偏った食べ方をしていることが示唆され、食習
慣では「太めの認識」者にダイエットをしたり、過食をしている者が多かった。これらのことから中学生に対する
食生活指導は家庭食や学校給食などでバランスよい食生活を営むための環境を整えるとともに、自己の体格変化を
理解させながら、食生活の自立に向けて自分の嗜好を取り入れたよい食生活が維持できるよう“食”するための知
識や技術を身につけさせることが重要であることを痛感した。

表⚑　解析対象者の自己体格認識別内訳

表⚒　食品群別等摂取頻度（男子）

表⚓　食品群別等摂取頻度（女子）
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が週⚑回以下の者は「太めの認識」者が有意に高かった。
②食の嗜好・食習慣（表⚔、表⚕）
　男子では脂っこいものが好きな者は「太めの認識」者
が有意に高かった。薄い味のものを好む者は「やせの認
識」者と「太めの認識」者で「やせの認識」者が有意に
高かった。好きなものだけ食べる者は「やせの認識」者
と「ちょうどいい認識」者で「やせの認識」者が有意に
低かった。満腹まで食べる者は「太めの認識」者が有意
に高かった。ダイエットをしている者は「ちょうどいい
認識」者と「太めの認識」者で「太めの認識」者が有意
に高かった。過食をする者は「太めの認識」者が有意に
高かった。
　女子では、ダイエットをしている者は「やせの認識」
者と「太めの認識」者で「太めの認識」者が有意に高
かった。過食をする者は「太めの認識」者が有意に高
かった。小食である者は「太めの認識」者が有意に低
かった。
Ｄ．　考察
　今回のデータを解析するにあたり性別学年別に自己体
格認識者の状況を分析したところ、男子生徒では学年別
に有意な差は見られなかったが、女子生徒で学年が上が
ると太めである認識者の割合が有意に増えている状況が
見られたため、今回は⚒年生のデータを抽出して解析に
用いた。
　「太めの認識」者と「やせの認識」者で食品群別等摂
取頻度にいくつかの差がみられたが、これらの食品は摂
取エネルギー量に大きく影響する食品とは考えにくい。
しかし、いずれも「太めの認識」者の摂取頻度が低いと
いう結果であり、これは「太めの認識」者が他の群より

偏った食べ方をしていることを示唆している。今回の調
査では摂取量は明らかではないが、偏った食べ方が他の
食品の摂取量に影響し食事のアンバランスを招いている
ことも推測された。
　男子で脂っこいものを好む、満腹まで食べる食習慣が
「太めの認識」者に多く、この習慣を続けていると肥満
の持続及び増長に結びつく恐れがあることが推測され
る。また、男女とも「太めの認識」者にダイエットをし
ている者が多かったが、過食をしている者も多かった。
思春期に起こる自己の体格の変化を認識しつつも具体的
にどのようにしたらよいのか分からない状況が推測され
た。
　今回の解析からは、食品群別等摂取頻度でいくつかの
差がみられたものの、極端な栄養摂取のアンバランスを
引き起こすような偏りが見られなかったのは、中学生の
食生活は家庭食や学校給食など周りの環境に依存する面
が大きいからとも考えられる。しかし、食の嗜好・食習
慣の面では、脂っこいものを好む傾向や過食・小食など
の習慣に差が見られ、また、「太めの認識」者では男女
とも⚑⚕％程度が意識的にダイエットをしているなど、長
期的にみて栄養摂取のバランスに影響することが懸念さ
れた。
　これらのことから、中学生に対する食生活指導は思春
期に起こる自己の体格の変化を理解させながら、家庭食
や学校給食などを通して基本の食生活を身につけさせる
とともに、将来の食生活の自立に向けて、自分の嗜好を
取り入れながらバランスよい食生活が維持できるよう、
考えて食べることのできる知識や技術を身につけさせる
ことが重要であることを痛感した。
　今回は体格認識による比較を行ったが、今後は実測値
による体格での比較検討や、実測値による体格と自己認
識体格との関連なども検討してみたい。
Ｅ．まとめ
　中学生の時期は第⚒発育急進期の時期でもあり、ホル
モン等の影響で体格が飛躍的に変化し、体格の性差が際
立ってくる時期である。また、精神面でも周りから見ら
れる自分というものを強く意識してくる時期でもある。
　また、この時期に身についた食習慣や生活習慣は一生
涯の基盤となるものであり、偏った習慣はその時々の健
康を脅かすだけでなく、長期にわたる、特に、中年期以
降の健康への影響も懸念される。
　食品流通や食品加工技術、外食産業などの発達により
私たちの食生活を取り巻く環境は大きく変化した。お金
があれば、いつでもどこでも何でも食べられる現在、食
生活の自立を控えた思春期の生徒たちに対して、より具
体的かつ実践的な食生活を営むための教育が望まれる。
保健福祉事務所では、学校保健、学校給食、地域等とも
連携を図りながら、将来的な健康を見据えた取り組みが
推進できるよう支援していきたい。

表⚔　食の嗜好・食習慣（男子）

表⚕　食の嗜好・食習慣（女子） 
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